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ジ
ャ
ー
ニ
ー
や
ボ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ィ
な
ど
、
１
９
７
０

〜
80
年
代
に
ヒ
ッ
ト
し
た
洋
楽
ロッ
ク
を
演
奏
す
る

の
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
や
関
連
の
職
場
で
働
く
メ

ン
バ
ー
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
バ
ン
ド「
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｒ

Ｋ
Ｓ（
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
）」。こ
の
日
は
バ
ン
ド
の
初
ラ
イ

ブ
だ
っ
た
が
、
経
験
豊
富
な
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
よ
る

ノ
リ
の
い
い
演
奏
と
Ｍ
Ｃ
で
、
満
員
の
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。

　
バ
ン
ド
結
成
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
、
ベ
ー

ス
を
担
当
す
る
菊
地
真
樹
さ
ん
。
転
勤
先
か
ら
東

京
に
戻
って
き
た
の
を
機
に
、
か
つ
て
の
バ
ン
ド
仲
間

に
声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、
井
上
輝
之
さ
ん（
ギ
タ
ー

担
当
）と
熊
坂
健
二
さ
ん（
ボ
ー
カ
ル
担
当
）を
紹
介

さ
れ
た
。
2
人
は一緒
に
バ
ン
ド
を
組
ん
で
い
た
が
、

活
動
休
止
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
バ
ン
ド
結

成
と
相
成
っ
た
。

　
菊
地
さ
ん
は
30
代
後
半
に
バ
ン
ド
活
動
を
再

開
。
転
勤
が
多
く
、
そ
の
先
々
で
メ
ン
バ
ー
を
募

り
活
動
し
て
き
た
。「
共
通
の
趣
味
を
通
じ
て
、
全

国
に
知
り
合
い
が
で
き
る
の
が
楽
し
い
」と
話
す
。

　
井
上
さ
ん
は
社
会
人
に
な
って
本
格
的
に
バ
ン
ド

活
動
を
始
め
た
。「
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
で
き

る
の
が
魅
力
。
演
奏
な
ど
で
失
敗
し
た
ら
、
次
は

改
善
す
る
、
そ
の
積
み
重
ね
が
楽
し
い
で
す
」。

　
熊
坂
さ
ん
の
バ
ン
ド
活
動
は
、
井
上
さ
ん
と
知

り
合
っ
た
40
代
半
ば
か
ら
。
組
合
活
動
で
鍛
え
ら

れ
た
”人
前
で
話
す
力
“
を
活
か
し
て
Ｍ
Ｃ
を
こ
な

す
。「
皆
で
練
習
を
重
ね
て
、
一つ
の
演
奏
が
出
来

上
が
っ
た
時
の
快
感
は
、
他
で
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
」。

　
こ
れ
か
ら
も
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
な
が
ら
、

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
を
第
一に
、
ラ

イ
ブ
活
動
を
続
け
て
い
く
予
定
だ
。

オーディエンスも巻き込み
みんなで楽しめるライブを披露

井上輝之さん（写真右）
NTT労働組合 ドコモグループ本部

菊地真樹さん（写真左）
日本コムシス株式会社

熊坂健二さん（写真中央）
労連共済本部

夢の
カタチ夢の
カタチ夢の
カタチ

バンド活動

都内のライブハウスで約70人の観客を前に初ライブを開催し、大いに盛り上がった

夢のカタチ

仲間とバンドを組み 
ライブを披露

1

CONTENTS

4

MATRKS（マトリックス）

お知らせ

季刊紙「ひろがり」 
発行終了のお知らせ

2022年10月結成。バンド名は
メンバー6人の頭文字を組み合
わせた。演奏曲は各メンバーの
意見を踏まえて決定。コロナ明
けを機にライブ活動を開始した。

おすすめの共済をご案内
電通共済生協グループ・ 
労連共済本部で 
安心の備えを…
トリプルセットが 
おすすめ！

2

3 中島社労士の 

ちょっと気になるお金の話
２０代から 
４０代にとっての 
年金制度

情報労連アドバイザー
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と
、介
護
費
用
や
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
な
ど
、多
額
の
費

用
が
掛
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
重
度
障
害
へ
の
備

え
と
し
て
、
生
命
共
済〈
さ
さ
え
愛
〉を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

団
体
割
引
40・5
％
の「
家
計
に
や
さ
し
い
掛
金
」

医
療
・
傷
害〈
Ｍｙ
セ
ー
フ
テ
ィ
〉

　

医
療
・
傷
害〈
Ｍ
ｙ
セ
ー
フ
テ
ィ
〉は
、40
・
5
％
の

団
体
割
引
が
適
用
さ
れ
た「
家
計
に
や
さ
し
い
掛
金
」

で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

病
気
に
よ
る
入
院
、手
術
、放
射
線
治
療
、先
進
医

療
等
を
保
障
す
る
医
療
保
障
に
つ
い
て
は
、
加
入
時

の「
健
康
状
態
等
告
知
」が
変
更
さ
れ
、
持
病
が
あ
っ

て
も
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
医
療
保
障

１
口
タ
イ
プ（
三
大
疾
病
一
時
金
特
約
あ
り
）の
掛
金

は
、30
歳
で
月
払
6
2
0
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
起
こ
る
ケ
ガ
に
よ
る
入
院
等
を
保
障

す
る
傷
害
保
障
に
つ
い
て
は
、
本
人
型
１
口
タ
イ
プ

で
月
払
6
8
0
円
。
年
齢
や
健
康
状
態
に
よ
る
加
入

制
限
が
な
く
、
保
障
に
つ
い
て
は
地
震
な
ど
天
災
に

よ
る
ケ
ガ
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
充
実
の
オ
プ
シ
ョ
ン
保
障
】

　

医
療
・
傷
害〈
Ｍ
ｙ
セ
ー
フ
テ
ィ
〉に
各
種
オ
プ

シ
ョ
ン
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
お
す
す

め
す
る
の
が「
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
」を
負
っ
た

時
に
保
障
さ
れ
る「
個
人
賠
償
責
任
特
約
」と
、
介
護

に
備
え
る「
介
護
保
障
特
約
」で
す
。

　
「
介
護
保
障
特
約
」に
つ
い
て
は
、
今
年
、
制
度
改

定
お
よ
び
掛
金
改
定
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は「
ご

生
命
・
重
度
障
害
・
医
療
保
障
プ
ラ
ス
貯
蓄 

い
ま
人
気
の
ト
リ
プ
ル
セ
ッ
ト

　

電
通
共
済
生
協
グ
ル
ー
プ
の
基
盤
保
障（
生
命
共

済〈
さ
さ
え
愛
〉＋
医
療
・
傷
害〈
Ｍ
ｙ
セ
ー
フ
テ
ィ
〉）

に
、
労
連
共
済
本
部
の
年
金
共
済《
ひ
ろ
が
り
》を

セ
ッ
ト
し
た
ト
リ
プ
ル
セ
ッ
ト
共
済
を
特
に
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
。

　

ト
リ
プ
ル
セ
ッ
ト
の
加
入
で
、死
亡
・
重
度
障
害
、

病
気
や
ケ
ガ
へ
保
障
と
、
将
来
へ
の
着
実
な
生
活
資

金
づ
く
り
が
可
能
と
な
り
、い
ま
人
気
の
プ
ラ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

手
ご
ろ
な
掛
金
で
死
亡
・
重
度
障
害
を
保
障
！ 

生
命
共
済〈
さ
さ
え
愛
〉

　

生
命
共
済〈
さ
さ
え
愛
〉は
、死
亡
・
重
度
障
害
を
保

障
す
る
共
済
で
す
。
1
口（
1
0
0
万
円
の
保
障
）あ

た
り
の
掛
金
は
、
32
歳
以
下
で
月
払
1
5
5
円
。
情

報
労
連
に
働
く
方
と
そ
の
家
族
を
加
入
対
象
と
し
て

い
る
共
済
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な「
手
ご
ろ
な
掛
金
」と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、生
命
共
済〈
さ
さ
え
愛
〉に
は
、組
合
員
本
人

契
約
の
ほ
か
に「
配
偶
者
契
約
」「
子
供
契
約
」が
あ
り

家
族
で
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
配
偶
者
、子
ど
も

の
み
の
加
入
も
可
能
）。
継
続
で
き
る
年
齢
は
、組
合

員
本
人
契
約
・
配
偶
者
契
約
は
85
歳
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、退
職
後
に
つ
い
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

【
重
度
障
害
へ
の
備
え
が
必
要
】

　

近
年
、
増
加
す
る
重
度
障
害
。
重
度
障
害
を
被
る

契
約
状
況
・
契
約
更
新
等 

お
手
続
き
の
ご
案
内
」に

入
っ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
然
災
害
に
よ
る
火
災
共
済〈
す
ま
い
る
〉 

自
然
災
害
共
済〈
お
ま
か
せ
〉

　

風
水
害
や
地
震
等
の
自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
災
害

は
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
よ
る
大
規
模
災
害
で
住
宅
に
大
き
な

被
害
を
被
っ
た
場
合
に
は
、
国
等
か
ら
支
払
わ
れ
る

「
公
助
」、
地
域
や
義
援
金
等
か
ら
支
払
わ
れ
る「
共

助
」が
あ
り
ま
す
が
、「
公
助
」「
共
助
」だ
け
で
は
住
宅

（
生
活
）再
建
に
は
足
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
保
障
制

度
等
に
加
入
し
て
お
く「
自
助
」に
よ
る
備
え
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
「
自
助
」に
よ
る
住
宅
災
害
へ
の
備
え
は
火
災
共
済

〈
す
ま
い
る
〉プ
ラ
ス
自
然
災
害
共
済〈
お
ま
か
せ
〉の

セ
ッ
ト
加
入
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

【
火
災
・
自
然
災
害
の
お
す
す
め
契
約
】

　

現
在
、火
災
共
済〈
す
ま
い
る
〉の
み
加
入
の
方
は
、

自
然
災
害
共
済〈
お
ま
か
せ
〉の
セ
ッ
ト
加
入
を
、
自

然
災
害
共
済〈
お
ま
か
せ
〉を「
標
準
タ
イ
プ
」で
加
入

の
方
に
は
充
実
保
障
の「
大
型
タ
イ
プ
」へ
の
切
り
替

え
を
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、火
災
共
済〈
す
ま
い
る
〉・
自
然
災
害
共
済〈
お

ま
か
せ
〉に
は
、建
物
を
保
障
す
る「
住
宅
契
約
」と
家
具

や
電
化
製
品
等
の
家
財
を
保
障
す
る「
家
財
契
約
」が

あ
り
ま
す
。
家
財
も
す
べ
て
買
い
替
え
と
な
る
と
多

額
の
費
用
を
要
し
ま
す
。「
住
宅
契
約
」「
家
財
契
約
」

の
加
入
で
万
全
な
備
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

『秋のキャンペー
ン』が９月１日か
らスタートします。

９月上旬より、電通共済生協グループ・労連共済本
部の「ご契約状況・契約更新等 お手続きのご案内」
を組合員の皆さまにお届けします。ご契約内容を確
認のうえ、この機会に保障内容のご検討をお願いし
ます。

電通共済生協グループ・ 
労連共済本部で安心の備えを…

トリプルセットが 
おすすめ！

今
年
の
封
筒
は
こ
ち
ら
。

必
ず
ご
開
封
く
だ
さ
い
！

電通共済生協グループ公式 
LINEアカウントを開設

豪華賞品プレゼント!
LINE登録キャンペーンを
実施!　

オンラインセミナー配信！

共済（保険）相談会

秋のキャンペーン期間中、

LINE 登録⇒応募いただいた方の中から
抽選で豪華賞品をプレゼントします。
詳細は、「ご契約状況・契約更新等 お手続きのご案内」
に同封のチラシを確認してください。

必要な保障について知りたい、
保障を見直したい…

秋のキャンペーン期間中、
共済・保険の専門家によるセミナーを
YouTube で配信しています。

共済（保険）の 
個別相談も 
受け付けています。
FP(ファイナンシャルプランナー)の
有資格者が、
あなたの相談に
親身にお答えします。

相談会の申し込みは…　

受付中！

！！
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お気軽に
ご応募ください。

！！



２０代から４０代
にとっての
年金制度

２０２４年は年金財政検証の年です。政府は、その
検証結果を踏まえた年金制度改革案を提案する予
定です。そこで今回は、２０代から４０代の現役世
代にとっての年金制度のメリットについて考えます。

なかじま・とよかず
1971年新潟県柏崎電報電話局配属、1982年長野県松本電報電話局、
1986年全電通長野県支部、1999年ME総支部、2004年東日本本部、
2008年全電通労働会館、その後大病を克服し2010年電通共済生協、
同年ファイナンシャルプランナー（AFP）登録、2013年社会保険労務
士登録、2014年特定社会保険労務士付記、2015年情報労連アドバ
イザー、2016年キャリアコンサルタント登録。

ちょっと気になる
お金の話

（中島豊一）

情報労連アドバイザー 中島社労士の
将
来
に
夢
が
持
て
る

　

年
金
制
度
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
現
役
世
代
は

困
窮
か
ら
解
放
さ
れ
将
来
に
夢
が
持
て
る
の
で

す
。
年
金
制
度
の
無
い
国
を
想
像
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
国
で
は
、
現
役
世
代
が
ご
両
親
を
扶
養
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
結
婚
し
て
子
供

が
い
る
カ
ッ
プ
ル
を
想
定
し
た
場
合
、
1
組
の

ご
両
親
の
老
後
生
活
費
は
65
歳
か
ら
の
20
年
間

で
約
6
、0
0
0
万
円
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ

の
カ
ッ
プ
ル
が
2
組
の
ご
両
親
を
扶
養
す
る
に

は
1
億
2
、0
0
0
万
円
必
要
で
す
。
加
え
て
、

自
分
の
老
後
資
金
や
子
育
て
資
金
も
必
要
で
あ

り
、
そ
こ
に
困
窮
と
い
う
問
題
が
生
じ
得
ま
す
。

制
度
を
構
築
し
現
役
世
代
に
安
心
を
提
供
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
政
府
は
、
こ
ど
も
・
子

育
て
の
課
題
に
「
若
い
世
代
が
結
婚
・
子
育
て

の
将
来
展
望
が
描
け
な
い
」
こ
と
を
挙
げ
て
い

ま
す
が
、
具
体
的
に
は
「
出
産
後
の
人
だ
け
に

現
金
を
ば
ら
撒
く
」政
策
を
羅
列
し
て
い
ま
す
。

一
見
良
い
政
策
に
見
え
ま
す
が
、
財
源
と
し
て

社
会
保
険
料
や
雇
用
保
険
料
の
値
上
げ
・
社
会

保
障
費
の
圧
縮
・
将
来
の
増
税
な
ど
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
で
は
持
続
可
能
性
に
疑
問
が

あ
り
若
い
世
代
が
将
来
展
望
を
描
け
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
現
役
世
代
の
不
安
は
所
得
・
雇
用
・

老
後
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、
生

涯
を
通
じ
た
安
心
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
定
期
間
で 

保
険
料
の
元
が
取
れ
る

　

年
金
は
世
代
間
扶
養
で
す
か
ら
損
得
勘
定

に
は
馴
染
み
ま
せ
ん
が
、「
年
金
保
険
料
を
支

払
う
の
は
損
だ
」
と
言
う
方
が
い
ま
す
の
で
あ

え
て
試
算
し
て
み
ま
す
。
例
え
ば
、
平
均
報
酬

月
額
40
万
円
の
人
は
、
納
付
し
た
保
険
料
総
額

は
約
１
、８
０
０
万
円
で
、
貰
え
る
年
金
額
は

約
２
０
０
万
円
／
年
で
す
か
ら
、
約
9
年
で
元

が
取
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
厚

生
年
金
財
源
と
し
て
「
①
保
険
料
は
本
人
納
付

分
と
そ
の
同
額
を
会
社
も
納
付
（
合
計
で
本
人

負
担
分
の
２
倍
納
付
）
し
て
い
る
上
に
、
②
基

礎
年
金
の
2
分
の
1
に
税
金
を
投
入
、
③
さ
ら

に
年
金
積
立
金
を
投
入
」し
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
も
年
金
は
一
生
涯
も
ら
え
る
の
で
、
長
生

き
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
多
く
も
ら
え
ま
す
。（
金

額
は
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
「
令
和
５
年
度

保
険
料
及
び
年
金
額
の
計
算
式
」
を
基
に
筆
者

が
試
算
し
た
数
値
（
１
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

で
す
。
実
際
の
保
険
料
と
年
金
額
は
毎
年
改
定

さ
れ
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
）

持
続
可
能
な
年
金
制
度
へ

　
「
年
金
受
給
者
は
増
加
し
保
険
料
納
付
者
は

減
少
す
る
か
ら
、
年
金
制
度
は
破
綻
す
る
」
と

冷
笑
す
る
方
が
い
ま
す
。
で
す
が
、
現
在
の
年

金
受
給
者
は
い
ず
れ
大
幅
に
減
少
す
る
一
方
、

パ
ー
ト
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
達
が
老
後
貧
困

に
陥
ら
な
い
よ
う
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
頂
く

制
度
に
す
れ
ば
、
保
険
料
を
納
付
す
る
人
々
の

す
そ
野
が
広
が
り
ま
す
（
専
業
主
婦
に
対
す
る

検
討
も
必
要
で
す
）。
加
え
て
、
人
生
１
０
０

年
時
代
に
65
歳
で
完
全
リ
タ
イ
ヤ
す
る
と
い
う

想
定
は
逆
に
非
現
実
的
で
す
。
で
す
か
ら
、
冷

笑
す
る
よ
り
、
20
年
・
30
年
と
い
う
時
間
を
か

け
て
持
続
可
能
な
年
金
制
度
に
改
革
す
る
こ
と

が
賢
明
で
す
。
年
金
改
革
に
必
要
な
財
源
に
つ

い
て
は
幅
広
い
検
討
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
際

は
「
全
て
の
人
々
が
負
担
を
衡
平
に
分
か
ち
合

い
・
支
え
合
う
」と
い
う
哲
学
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
現
役
世
代
は
長
生
き
す
る
ご
両

親
を
疎
ま
し
く
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

ご
両
親
の
扶
養
の
た
め
に
自
分
の
子
供
に
投
資

で
き
ず
、
影
響
は
後
世
に
ま
で
及
び
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
年
金
制
度
の
無
い
世
界
は
最
悪
で
す
。

（
金
額
は
総
務
省
家
計
調
査
資
料
を
基
に
筆
者

試
算
）こ

ど
も
・
子
育
て
支
援

　

例
え
ば
、
現
役
世
代
が
年
金
制
度
を
信
用
で

き
ず
、
老
後
不
安
を
募
ら
せ
て
出
産
を
躊
躇
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
老
後
不
安
の
な
い
年
金

１ 

3

4

2

年金積立金

保険料
（社員負担分）

厚生年金

基礎年金

保険料
（会社負担分）

税金
（基礎年金部分の2分の1）

財源 貰える年金

第63号（通巻63号）第63号（通巻63号） （2）20 2 3年8月1日（3） 2 0 2 3年8月1日 ひ ろ が り ひ ろ が り

医療・傷害 」んくるもま「･〉ィテフーセyM〈 ご加入の皆さまへ

に別はとルーュジケス記上、は方の員合組職現るいてれさ入加に〉ィテフーセyM〈)※(
。すまれさ封同が内案新更に料資の」ンーペンャキの秋「  　

https://your-support.co.jp/
取 扱 代 理 店 ：

引受保険会社（幹事）：

電通共済生協グループ
ユアサポート株式会社

ユアサポート株式会社

電通共済生協
『あゆみちゃん』

「更新案内」送付のお知らせ

※1新規・増口加入は2023年12月1日現在満65歳までです。
※2新規・増口加入は2023年12月1日現在満40歳～満84歳までです 。

今年
こそ「ま

もるくん」から

〈My セーフティ 〉 に移行を！
〈My セーフティ 〉 は、「まもるくん」にはない
①医療※１ ・ 介護の保障※２ が選択でき、
②「交通事故」によるケガ も保障します。
　移行のお手続きは、カンタン ・便利な
　「Web 手続き 」をご利用ください！！
（詳細は、更新案内に同封の「 パンフレット」をご確認ください。）

8月上旬～9月上旬（※）に、

「保障に関する大切なお知らせ」をお送りしますので、

必ずご開封いただき、
　　　内容をご確認ください。



ひろ りが
夢・暮らしを育む

発　行　日　2023年8月1日
発　行　者　情報産業労働組合連合会 共済事業本部
　　　　　　東京都千代田区神田淡路町2-101ワテラスタワー16階
　　　　　　TEL.03-5297-6171　FAX.03-5298-1155
発行責任者　事業部長 玉置万裕
（本紙「ひろがり」は組合員・家族の皆様との絆をより強めるコミュ
ニケーションツールとして発行しています。）

63号2023年夏季号

 

　
ジ
ャ
ー
ニ
ー
や
ボ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ィ
な
ど
、
１
９
７
０

〜
80
年
代
に
ヒ
ッ
ト
し
た
洋
楽
ロッ
ク
を
演
奏
す
る

の
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
や
関
連
の
職
場
で
働
く
メ

ン
バ
ー
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
バ
ン
ド「
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｒ

Ｋ
Ｓ（
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
）」。こ
の
日
は
バ
ン
ド
の
初
ラ
イ

ブ
だ
っ
た
が
、
経
験
豊
富
な
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
よ
る

ノ
リ
の
い
い
演
奏
と
Ｍ
Ｃ
で
、
満
員
の
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。

　
バ
ン
ド
結
成
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
、
ベ
ー

ス
を
担
当
す
る
菊
地
真
樹
さ
ん
。
転
勤
先
か
ら
東

京
に
戻
って
き
た
の
を
機
に
、
か
つ
て
の
バ
ン
ド
仲
間

に
声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、
井
上
輝
之
さ
ん（
ギ
タ
ー

担
当
）と
熊
坂
健
二
さ
ん（
ボ
ー
カ
ル
担
当
）を
紹
介

さ
れ
た
。
2
人
は一緒
に
バ
ン
ド
を
組
ん
で
い
た
が
、

活
動
休
止
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
バ
ン
ド
結

成
と
相
成
っ
た
。

　
菊
地
さ
ん
は
30
代
後
半
に
バ
ン
ド
活
動
を
再

開
。
転
勤
が
多
く
、
そ
の
先
々
で
メ
ン
バ
ー
を
募

り
活
動
し
て
き
た
。「
共
通
の
趣
味
を
通
じ
て
、
全

国
に
知
り
合
い
が
で
き
る
の
が
楽
し
い
」と
話
す
。

　
井
上
さ
ん
は
社
会
人
に
な
って
本
格
的
に
バ
ン
ド

活
動
を
始
め
た
。「
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
で
き

る
の
が
魅
力
。
演
奏
な
ど
で
失
敗
し
た
ら
、
次
は

改
善
す
る
、
そ
の
積
み
重
ね
が
楽
し
い
で
す
」。

　
熊
坂
さ
ん
の
バ
ン
ド
活
動
は
、
井
上
さ
ん
と
知

り
合
っ
た
40
代
半
ば
か
ら
。
組
合
活
動
で
鍛
え
ら

れ
た
”人
前
で
話
す
力
“
を
活
か
し
て
Ｍ
Ｃ
を
こ
な

す
。「
皆
で
練
習
を
重
ね
て
、
一つ
の
演
奏
が
出
来

上
が
っ
た
時
の
快
感
は
、
他
で
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
」。

　
こ
れ
か
ら
も
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
な
が
ら
、

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
を
第
一に
、
ラ

イ
ブ
活
動
を
続
け
て
い
く
予
定
だ
。

オーディエンスも巻き込み
みんなで楽しめるライブを披露

井上輝之さん（写真右）
NTT労働組合 ドコモグループ本部

菊地真樹さん（写真左）
日本コムシス株式会社

熊坂健二さん（写真中央）
労連共済本部

夢の
カタチ夢の
カタチ夢の
カタチ

バンド活動

都内のライブハウスで約70人の観客を前に初ライブを開催し、大いに盛り上がった

夢のカタチ

仲間とバンドを組み 
ライブを披露

1

CONTENTS

4

MATRKS（マトリックス）

お知らせ

季刊紙「ひろがり」 
発行終了のお知らせ

2022年10月結成。バンド名は
メンバー6人の頭文字を組み合
わせた。演奏曲は各メンバーの
意見を踏まえて決定。コロナ明
けを機にライブ活動を開始した。

おすすめの共済をご案内
電通共済生協グループ・ 
労連共済本部で 
安心の備えを…
トリプルセットが 
おすすめ！

2

3 中島社労士の 

ちょっと気になるお金の話
２０代から 
４０代にとっての 
年金制度

情報労連アドバイザー

中島豊一さん

NTT労働組合 
ドコモグループ本部

井上輝之さん

労連共済本部

熊坂健二さん

日本コムシス株式会社

菊地真樹さん

第63号（通巻63号） （4）20 2 3年8月1日 ひ ろ が り

労連共済本部ホームページ
https://www.roren-kyosai.jp/

にてご解答ください。また、本紙や情報労連共済本部へのご意見・ご感想などもあ
わせてお寄せください。 締め切りは8月31日（木）。当選者の発表は賞品の発送をもっ
て代えさせていただきます。
62号のパズルの答えは2番と5番でした。応募総数は2,851名、正解者は2,683名
でした。抽選の結果、25名の方に賞品を発送しました。

応募
方法

同じ絵は何番と何番？

提供：株式会社ライフアシスト

１〜8の絵はどれもよく似ていますが、全く同じ絵は2つだけで、他の絵
はどこかが違っています。さて、全く同じ絵は何番と何番でしょうか？

問題

パ ズルライフマン

P │ R │ E │ S │ E │ N │ T

正解者の中から抽選で、Ａ・Ｂ・Cのうち、いずれかご希望の賞品をプレゼントします。

A 和牛
食べ比べセット
（440g）

5名

B Ｃレ ロジェ 
エギュスキロール 
銀座フルーツゼリー
（10個）

銀
座
京
橋

10名

10名
全国人気店
ラーメン詰め合わせ
（12食）

季刊紙「ひろがり」発行終了のお知らせ

　季刊紙「ひろがり」は、組合員・家族との絆を深めるコミュニケーションツールとして2003年より20年間にわたり発行してまいりました。
しかし、2020年以降、新型コロナウイルスが世界中で蔓延したことにより私たちの生活や働き方が大きく変わる中、リモートワークが定着
してきた職場では季刊紙の配布が難しい状況にもなってきました。さらにはサステナブルな視点に立った紙資源の削減および印刷・発送費
を含むコストパフォーマンスの観点ならびに組合員アンケートの結果等も踏まえ、2022年度第2回役員会（2022.7.14）の確認にもとづき第63
号をもって季刊誌「ひろがり」の発行を終了させていただくことになりました。
　組合員・ご家族のみなさまには長年にわたってご愛読いただき心より感謝を申し上げます。
　今後は労連共済本部ホームページを通じて生活に役立つ情報・発信ツールとしてリニューアルする方向で検討をしておりますので、引き
続きよろしくお願いいたします。

労連共済本部

本部長 安藤 京一




